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当センターでは、建設事業に係るニューフロンティア開発技術、メカトロニクス、環境保全等の先端技術で、調査・設計・施工・維
持管理等の技術、機械・設備・材料等の開発・利用技術を対象に審査証明を行っています。

※本概要書は、一般財団法人先端建設技術センターが行った先端建設技術・技術審査証明事業の審査結果を広く関係者に紹介する目的で作成したものです。（2018年3月）
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E&Dテクノデザイン株式会社

対象振動

対象地盤

施工場所

施工範囲

振動源 ： 道路交通、鉄道、工場、建設工事等の環境振動。
振動数 ： 80Hz以下、特に人体が揺れを感じやすい10Hz前後の帯域。
粘性土、砂質土、ローム、シルト等の軟弱地盤、N値が30以下の地盤。特にN値4以下の軟弱地盤で減振効果が高い。
下記のいずれか、あるいはその組み合わせ
 　①発振側構造物 ・・・・ 道路、線路、工場等
 　②受振側構造物 ・・・・ 住宅、事務所、工場等
 　③振動伝播経路 ・・・・ ①と②の間

①と②が新設の場合はその直下に版状WIB工を施工する。
①と②がいずれも既設の場合は、③に版状あるいは壁状WIB工を施工する。
狭隘な場所では壁状WIB工を適用する。

平面方向には制限なし。深さ方向は通常10m程度まで。

工場振動（振動伝播経路）建設工事振動（振動伝播経路）

道路交通振動（発振源直下） 鉄道振動（受振側直下）

住宅造成地（埼玉県）国道140号（山梨県）

新東名高速道路（三重県） 変電所（埼玉県）

WIB工法概要書.indd   1 2018/04/25   10:05:25
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̬̞̗工法ͱ

̬̞̗工法のಛ

・版状WIB工で10dB程度、壁状WIB工で
6dB程度の減振が可能

・軟弱地盤に対応し、交通振動等で人体が揺れ
を感じやすい10Hz前後の振動に対して特に
減振効果が高い

・鉛直・水平振動ともに減振が可能

・施工箇所の選択が可能（発振源直下・受振側直下・振動伝播経路のいずれか、あるいはその組み合わせ）
・新設・既設構造物に対応
　発振源・受振側構造物が新設の場合 ・・・・ その直下へ施工
　両構造物ともに既設の場合 ・・・・・・・・・・・・ 両構造物の間（振動伝播経路）へ施工

・狭隘な土地にも対応可能（壁状WIB工の適用）

・減振目標（減振対象振動数、減振目標量）を設定し、対策後に減振実現量を確認
・費用対効果の観点から最も適切なWIB工を設計

̬̞̗工法のۀϑϩʔ

WIB工法の施工例ʢ�ʣ���ಓ࿏ަ௨ৼಈ対策ʢฏ���ਆಸݝʣ

WIB工法の施工例ʢ�ʣ���工ৼಈ対策ʢฏ���Ѫඤݝʣ

WIB工法ʹؔ͢Δडɺٕ ज़ొɺಛڐ

（1） 減振効果

（2） 適用度

（3） 性能設計

事前調査に基づいた有限要素法（コンピュータ・シミュレーション）による設計。高精度の振動予測
が可能で、減振目標を達成できるWIB工の諸元（杭長・改良率・強度等）を検討します。

受賞：平成23年度文部科学大臣表彰科学技術賞（開発部門）
平成16年度地盤工学会賞　 平成6年度土木学会賞

登録（取得）：技術審査証明書（ACTEC技審証第2904号）　 国交省NETIS（KT-150072-A）
特許：第4222812号 防振工法　 第5216655号 改良地盤

米国特許 No.70488473 B2 VIBRATION-PROOF CONSTRUCTION METHOD

（4） 設計法

発振源 ： 道路交通振動
受振側構造物 ： 戸建て住宅
施工面積 ： 432m2

工期 ： 31日間
構築場所 ： 発振源(道路)直下
減振対象振動数 ： 10～16Hz
減振目標値 ： 55dB
減振実現値 ： 52～53dB
減振実現量 ： 5～10dB

発振源 ： 工場振動
受振側構造物 ： 事務所ビル
施工面積 ： 216m2

工期 ： 30日間
構築場所 ： 振動伝播経路
減振対象振動数 ： 10Hz
減振目標値 ： 60dB
減振実現値 ： 57dB
減振実現量 ： 17dB

WIB工法（Wave Impeding Barrier）は、道路交通、鉄道、建
設工事、工場等の環境振動の低減を主目的とした地盤振動対策
工法です。地中の所要の深さに、剛性の高い版状あるいは壁状
のセル形式構造体（WIB工）を構築し、地盤の剛性を増強して振
動を低減します。

本工法は、地盤振動波の伝播を抑制遮断する免振層（良質置
き換え土あるいは原地盤）と、吸収遮断する制振層（WIB工）で
構築されます。免振効果と制振効果の総和で減振目標を達成す
る性能設計法を特徴とします。 

軟弱地盤で発生する低周波振動に対して特に高い減振効果
を発揮し、版状WIB工で10dB程度、壁状WIB工で6dB程度の
振動低減（もとの1/2～1/3の振動へ低減）が可能です。

൘状WIB工 壁状WIB工

発振源直下 受振側直下 振動伝播経路
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